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本論文は， TEA CO2 レーザーとプラズマフォーカス及びレーザープラズマの生成加熱に関する相
互作用の研究成果をまとめたもので 6 章より構成されている。




第 3 章では，フォーカスピンチの強い出合に微視的な不安定振動が現れると共に X線及び中性子の
発生量の増加が認められる場合を論じその発生機構について検討している。
















この不安定振動によりプラズマフォーカスより放出される X線， y 線， D-D反応による中性子量
が増大することを見出し その相関を明らかにした。レーザ一生成プラズマについてもパラメトリッ
ク不安定性による異常吸収機構が加熱の主原因であることを証明した。
以上のように本論文は， CO2 レーザ一光とプラズマとの相互作用を実験的に解明し，学術上興味あ
る多くの知見を得ると共に， レーザー核融合の発展に重要な基礎を与えるものでプラズマ工学に寄与
する所が大である。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める口
? ?つ山内δ
